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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、リボソームタンパク質L10と配列相同性を持つタンパク質をコードしています。コードされているタンパク質が機能的なリボソームタンパク質であるのか、それともリボソームとは独立した機能を進化させたのかは、現在のところ分かっていません。この遺伝子はイントロンを有していません。[RefSeq提供、2008年7月],機能：精子形成過程において、不活性化されたX連鎖遺伝子を補う役割を果たす可能性があります。,その他：この遺伝子はコード領域にイントロンを持たず、進化の過程で元のX連鎖遺伝子のレトロトランスポジションによって生じた可能性が高いと考えられます。,類似性：リボソームタンパク質L10eファミリーに属します。,組織特異性：精巣特異的です。,
	研究分野
	リボソーム;
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	RPL10L抗体を用いたJurkat細胞、COS7細胞、およびHeLa細胞のライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	RPL10L 抗体を使用した HUVEC 細胞溶解物のウエスタンブロット分析。
	

	リボソームタンパク質L10Lポリクローナル抗体を1：1000に希釈して様々な細胞をウェスタンブロット分析した。

